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この資料は食品小売業の管理者および安全担当者を対象としたものである。 

 

このリーフレットは、管理者および安全担当者を対象としたものであり、作業場所のどこで滑り、転

倒災害が発生しやすいか検討するために、また、これらの災害を防止するための簡単な実用的な

解決方法を見つけることができるよう作成されている。 

 

滑り、転倒災害は、報告された重篤災害の 3 分の１を占めている、これらのうちの 90％弱は腕、手

首および足首の骨折である。これらは、作業中に遭遇する最も一般的な危険源であり、約 1,000

名の労働者が被災している。 

 

マッピング法は、潜在的問題点を確認する簡単な方法である。管理者または安全担当者は、デジ

カメにより作業場の滑り、転倒問題箇所の撮影と記録をすることができる。 

 

リスクマッピング方法をどのように使用するか。 

－作業箇所をスケッチする（地図例参照）。 

－地図に、例えば過去 12 ヶ月間の滑り、つまずきの報告をマークする。 

－さらにヒヤリ、ハット事例も付け加える。 

－それらの場所での滑り、つまずきの原因について作業者から聞き取る。 

 

問題点およびそれらの原因を確認したら： 

－それらについて作業者と監督者と話し合う、 

－いつ、どのような対策を行うか決定する。 

－合意された対策であることに留意する。 

－作業者に周知されていることに留意する。 

－対策が効果的であるかどうか継続的にモニターする。 

 

リスクの有無のチェックリスト 



－作業箇所を調べ、潜在的リスクがあるかどうか確認すための作業方法（保全作業、清掃作業な

ど）について検討する。 

－作業床の状態、修理または更新の要否を調べる。 

－濡れているとより滑りやすい床を調べる。 

－床に堆積している漏洩物を調べる。 

－適切に管理されてないまたは清掃されてない床の汚れ（雨天に履物による）に注意する。 

－段ボールを置いていたり、注意標識を長期間放置していたりするなどの臨時の対応に注意す

る。 

－建物の建築年数、構造に注目し、屋根の雨漏り、外部からもたらされる水、泥等に汚染される

恐れがないかどうか考慮する。 

－散らかっている屋内通路、廃棄物の堆積の有無、一般的な乱雑状態、狭い通路、床上のケー

ブル等に注意する。 

－作業者の履物について、その作業に対して適当かどうか、状態はよいか、作業者に合っている

かどうか、すべりの耐性はよいかどうかについて調べる。 

－困難な作業について関係者と話し合い、負傷の生じなかった墜落転落事案（ヒヤリハット）、滑り

つまずきの記録を調べる。 

－病欠、事故記録簿、災害報告等を確認する。 
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スーパーマーケットのリスクマップ作成例 


